
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
度

社
会
福
祉
法
人

南
風
会

事
業
報
告

事
業
報
告
概
況

一
．
感
染
症
の
状
況
と
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
補
助
金
・
検
査
報
告
制
度
の
終

了
（
令
和
六
年
三
月
）
に
よ
り
、
検
査

体
制
は
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
者

は
散
発
的
に
発
生
し
続
け
、
各
拠
点
と

も
対
応
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
特
に
青

梅
・
新
宿
拠
点
で
は
複
数
回
に
わ
た
り

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
ま
し
た
。

*
*
*

青
梅
拠
点*

*

・
青
梅
学
園
で
は
一
〇
月
・
一
二
月

に
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

腸
炎
に
よ
る
集
団
感
染
。
特
に
一

二
月
～
翌
年
三
月
に
か
け
て
感
染

が
連
続
。

・
短
期
入
所
利
用
者
、
職
員
の
感
染

報
告
あ
り
。
適
切
な
隔
離
・
保
健

所
へ
の
届
出
を
実
施
。

・
入
所
中
の
利
用
者
一
名
急
逝
。
追

悼
行
事
を
実
施
。

*
*
*

新
宿
拠
点*

*

・
九
月
お
よ
び
翌
年
３
月
に
二
階
フ

ロ
ア
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
。

最
大
一
五
名
（
利
用
者
・
職
員
）

の
感
染
。

・
コ
ロ
ナ
対
応
後
は
通
常
支
援
体
制

へ
速
や
か
に
移
行
。

感
染
症
対
応
で
は
、
計
画
行
事
の
一
部

中
止
が
あ
っ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
支

援
・
外
出
計
画
は
概
ね
実
施
で
き
ま
し

た
。

二
．
事
業
全
体
の
推
移

全
体
と
し
て
事
業
は
安
定
的
に
推
移
し

ま
し
た
。
報
酬
改
定
に
よ
る
加
算
等
の

変
更
に
対
応
し
、
請
求
事
務
を
慎
重
に

進
め
て
い
ま
す
。
各
施
設
で
は
保
護
者

会
や
利
用
者
の
外
出
・
旅
行
・
地
域
行

事
参
加
も
通
常
開
催
へ
戻
り
、
利
用
者

の
笑
顔
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

三
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
行
状
況

①

職
員
採
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

*

マ
イ
ナ
ビ
を
活
用
し
た
採
用
活
動
と

面
接
を
通
年
で
実
施
。

*

新
卒
採
用
に
加
え
、
次
年
度
に
向
け

た
採
用
活
動
も
並
行
し
て
展
開
。

*

今
後
の
採
用
の
次
善
策
と
し
て
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
職
員
採
用
計
画
を
実

施
、
次
年
度

当
初
に
採
用
予
定

②

職
員
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

*
*
*

福
祉Q

C

活
動*

*

・
無
料
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
導
入
に
よ

る
活
動
の
推
進
。

・
前
年
度
Ｑ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
が
都
大
会

お
よ
び
全
国
大
会
に
出
場
。

・
シ
ャ
ロ
ー
ム
み
な
み
風
が
全
国
大

会
で
「
優
良
賞
」
を
受
賞
。

*
*
*

研
修
制
度
構
築*

*

・
ア
ド
バ
ン
ス
職
員
・
チ
ー
フ
リ
ー

ダ
ー
向
け
研
修
を
準
備
・
実
施
。

・
人
事
考
課
制
度
と
連
動
し
た

育
成

が
進
展
。

③

周
年
行
事
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

*
*
*

シ
ャ
ロ
ー
ム
み
な
み
風

1
0

周
年*

*

・
六
月
一
日
『
ア
ミ
ー
ゴ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
、
八
月
十
日
『
利
用
者
・
家

族
・
職
員
二
〇
〇
名

で
の
食
事

会
」
無
事
終
了
。

*
*
*

南
風
会

創
立6

0

周
年*

*

・
一
〇
月
二
六
日
に
記
念
式
典
開
催
、

一
一
月
一
六
日
に
は
記
念
講
演
会

（
山
下
英
夫
氏(

前
理
事)

）
を
実
施
。

・
記
念
誌
に
は
利
用
者
作
品
を
多
数
掲

載
。

Ⅳ
．
人
事
関
連
・
育
成

*
*
*

人
事
考
課**

・
令
和
五
年
度
後
期
・
通
年
考
課
お
よ

び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
面
談
を
実
施
。

・
令
和
六
年
度
前
期
の
常
勤
、
非
常
勤

職
員
に
対
し
て
も
順
次
実
施
。

・
シ
ャ
ロ
ー
ム
み
な
み
風
で
年
間
三
回

の
人
事
審
査
委
員
会
を
開
催
。
綱
川

社
労
士
の
指
導
を
含
め
、
考
課
を
実

施
す
る
。

*
*
*

人
材
育
成**

・
人
事
考
課
に
基
づ
く
面
談
と
研
修
を

通
じ
た
育
成
体
制
が
軌
道
に
乗
り
つ

つ
あ
る
。

・
令
和6

年
度
入
職
者
の
中
で
２
名
個

人
の
事
由
に
よ
り
退
職
と
な
る
。
そ

の
他
は
、
順
調
に
業
務
に
な
れ
て
戦

力
と
な
る
。

Ⅴ
．
そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

*
*
*

ケ
ア
ホ
ー
ム*

*

・
寮
長
が
東
京
都
の
「
強
度
行
動
障
害

中
核
人
材
」
と
し
て
選
出
。
支
援
現

場
で
実
践
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。

・
ケ
ア
ホ
ー
ム
南
風
イ
ー
ス
ト
開
設

（
男
子
寮
）
と
と
も
に
、
旧
ケ
ア

ホ
ー
ム
南
風
を
女
子
棟
と
し
、
重

度
者
へ
の
同
姓
介
護
を
適
切
に
推

進
。

*
*
*

事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
対
応*

*

・
九
月
十
二
日
、
か
す
み
の
里
で
送

迎
車
が
街
路
樹
に
衝
突
。
大
破
し

た
が
大
き
な
け
が
は
な
し
。
運
転

手
の
健
康
管
理
体
制
を
再
確
認
。

Ⅵ
．
経
営
推
進
会
議
の
実
施

法
人
全
体
の
状
況
、
人
事
、
各
種
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
確
認
の
た
め
、
以

下
の
通
り
経
営
推
進
会
議
を
定
期
開
催
。

Ⅶ
．
ま
と
め

令
和
六
年
度
は
、
感
染
症
へ
の
対
応

を
継
続
し
な
が
ら
も
、
法
人
創
立
六
〇

周
年
・
シ
ャ
ロ
ー
ム
み
な
み
ふ
う
施
設

開
設
一
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
各

種
行
事
・
記
念
誌
な
ど
を
通
じ
て
着
実

に
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
報

酬
改
定
や
人
事
制
度
の
運
用
も
丁
寧
に

対
応
し
、
利
用
者
支
援
の
質
・
職
員
育

成
と
も
に
前
進
し
た
一
年
で
し
た
。

今
後
も
、
感
染
症
対
策
と
支
援
体
制

の
強
化
を
両
立
さ
せ
つ
つ
、
地
域
福
祉

の
中
核
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。

-

以
上
事
業
の
概
況
報
告
と
さ
せ
て
頂

く
。


